

プレゼンテーション技術
６

１．プレゼンテーションとは
・「口頭（オーラル）説明を基本に、資料やデータなどを示しながら、聴衆の理解を求めること」　　　　　　　　　　　　　　　　　増田他（2017）．「科学の技法」．東京大学出版舎
例）自己紹介、研究発表、面接、企画説明など
＊「研究者の仕事の半分はプレゼン。どう伝えるかが重要。」山中伸弥
＊「６歳の子どもに説明できなければ、理解したとはいえない。」アインシュタイン

・課題研究とプレゼンテーション
・プレゼンテーション　＝　present：贈り物　（時間と空間を他者と共有する）

　・プレゼンテーションの目的
　　〇聴衆に自分の意見を理解してもらう
〇準備段階で、自分の考えを論理的に構成し、明確にわかりやすくまとめる
〇プレゼン後に、聴衆から意見をもらう

２．プレゼンテーション実習１
ルール）・１人はプレゼンター、１人は聴衆役とする。
・聴衆役は下を向き、画像を見ない。プレゼンターは１分間説明を考え、画像
そのものの名称を使わずに30秒で説明する。

・プレゼンテーションの効果
　　意味記憶からエピソード記憶に発展させ、覚えやすく忘れにくくする

　




３．プレゼンテーションテクニックプレゼンテーション実習２
　映像中のプレゼンテーションテクニックだと思うものをメモする。
　映像元：ICC FUKUOKA2017 カタパルトグランプリe-Education代表 三輪 開人氏のプレゼン














　・セルフコントロール
　　　プレゼンテーションが苦手　＝　緊張が苦手（88%）
　　　ヤーキーズ・ドットソンの法則：適度な緊張はプレゼンテーションに必要。

・メラビアンの法則：話術93％、内容７％

　・言語的コミュニケーション…台本、言葉から得る情報
　　　例）事前告知、テーマを絞る、結論から根拠へ、画像優位性効果

　・非言語的コミュニケーション…話術、視覚・聴覚から得る情報
　　　例）立ち振る舞い、視線、声、ノイズ

・聴衆参加
　　　コール・アンド・レスポンス、対象確認、質疑応答

　・その他
　　　原稿は見ずに覚えて話す、適度に間を取り理解する時間を与える、スライドにないことを話さない

４．プレゼンテーション実習３
「正しい戦争はあるのか？」という問に対するあなたの意見をプレゼンしなさい。
・思考時間＋練習時間は10分間。
[bookmark: _GoBack]・プレゼンする時間は１分間。質疑応答１分間。
・立ってプレゼンする。
・聴衆役は質問を考えながら聴き、下のチェック表を元に改善点を伝える。
・「相手が言い足りないこと」「他の聴衆が聞きたいこと」をイメージして質問する
＊講演会などで質問する際は、自分の名前と所属を名乗り、お礼から質問を始める
・その後、ペアを変えて何度か行う。
実習３チェック表
言語的コミュニケーション　　　　　　　　非言語的コミュニケーション
□□事前告知があった　　　　　　　　　　□□無駄な動きがなかった
□□テーマは絞られていた　　　　　　　　□□意図のある手の動きがあった
□□先に結論を伝えた　　　　　　　　　　□□視線があった
　　　　　　　　　　　　　□□声は聞き取りやすかった
　　　　　　　　　　　　　□□ノイズはなかった

―――――――――――――――――　メモ　―――――――――――――――――

















５．わかりやすいスライド作成に向けて
　・論理展開を明確に
ＰＲＥＰ法は、自身の主張を伝えやすくする文章の型であり、
Point（結論）→Reason（理由）→Example（例）→Point（結論）の順に文章を構成する。
　・見やすく＆わかりやすく
①大きな文字を使う　②文字は少なく、図で表す　③１枚のスライドで伝えることは１つ　④アニメーションは最小限に
６．プレゼンテーション実習４
「動物実験は許されるのか？」について自分の意見をまとめたスライドを作成しなさい。
・作成時間は20分間。

７．プレゼンテーション実習５
「動物実験は許されるのか？」について実習４で作成したスライドを用いてプレゼンし、質疑応答まで行いなさい。プレゼン１分間。質疑応答１分間。
・お互いのプレゼンがすべて終了後、下のチェック表を使い相互評価をしなさい。
・時間が余れば、スライドを手直ししたうえで、ペアを変えて再度プレゼンしなさい。実習５チェック表
言語的コミュニケーション　　　　　　　　非言語的コミュニケーション
□□事前告知があった　　　　　　　　　　□□無駄な動きがなかった
□□テーマは絞られていた　　　　　　　　□□意図のある手の動きがあった
□□先に結論を伝えた　　　　　　　　　　□□視線があった
　　　　　　　　　　　　　□□声は聞き取りやすかった
　　　　　　　　　　　　　□□ノイズはなかった
スライド
□□PREP法で主張を構成できた
□□スライドは文字を少なく、大きな文字で示した
□□１枚のスライドに主張は１つだけにできた

――――――――――――――――――　メモ　――――――――――――――――


課題研究


　Plan　　　　研究計画の説明　ピュアレビュー


　Perform　 　調査･実験協力者への説明


　Publish　　  ＝Presentation　口頭発表
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